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「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組推進に当たっての基本的考え
方」（令和４年６月13日一部改正　文部科学省・厚生労働省・経済産業所）を踏まえて，本学大学２．
３年生を対象に実施した，インターンシップに関する意識調査の結果をまとめた。
学びと将来を結びつけるきっかけの１つとして，インターンシップに取組む意欲は強く持っている
ようだが，将来のキャリア決定や職業選択への不安などから行動を躊躇する状況が把握できた。ま
た，自己prに不安を持っている学生が非常に多い結果を得られた。

１．背景と目的

令和４年６月13日付けで，インターンシップに関する基本的認識や推進方策を取りまとめた「イン
ターンシップの推進に当たっての基本的考え方」（文部科学省，厚生労働省及び経済産業省合意）が
改正された。１大学などにおけるインターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組みにつ
いてでは，学修と社会での経験を結びつけることで，学修の深化や学習意欲の喚起，職業意識の醸成
につながるものであり，その教育的効果や学生のインターンシップを始めとするキャリア形成支援に
おける効果が十分に期待できる重要な取り組みである。と示されている。
また，一定の基準を満たしたインターンシップで企業が得た学生情報を，広報活動や採用選考活動
に使用できるような見直しがあった。令和５年度以降に参加する学生にとって，インターンシップの
重要性が実感できる改正である。
本学では，共通教育科目「比治山ベーシック科目」の中で，キャリア形成科目を提供している。講
義の目的は，「一人の人間として人生をいかに生きるか」という生涯にわたる人生設計を考える内容
となっている。今後，自発的に卒業後の進路を選択し，社会的に自立できる力を育むために，学びと
社会との接続を実感する経験としてインターンシップの役割は重要になってくると感じている。
学生たちは，インターンシップをどのように捉え行動しているのかを確認するために，大学３年
生・大学１．２年生に対してアンケートを実施した。

２．本学におけるインターンシップの取組

2022年度（令和４年）は，「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」に則し，インター
ンシップ類型タイプ３の汎用型能力・専門活用型インターンシップを，大学２．３年生・短期大学部
２年生を対象に「インターンシップA」（同一受入先５日以上）・「インターンシップB」（同一受入先
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10日以上）の選択科目を開講している。
学生へ向けてインターンシップに関する情報提供については，選択科目「インターンシップA」「イ
ンターンシップB」の授業内，キャリアセンター主催で実施している就職活動支援プログラム，大学
２．３年生が事前登録した学内就活情報サイト（HIJIキャリ・Googleクラスルーム）などから頻繁に
情報発信をしている。
また，広島県インターンシップ促進協議会・広島市有給長期インターンシップ・就職支援サイト（リ
クルート・マイナビ・キャリタス等），様々なインターンシップ情報を入手できるように有効活用し
ている。
単位が修得できるインターンシップ以外について，様々な企業が実施している１day仕事体験な

ど，学生には積極的に情報を提供し参加を促している。

3．大学３年生対象のアンケート結果（2023年１月）

実施方法　学内配信サイトから大学３年生に依頼（返信期間2023. 1. 23～1. 31）
　　筆者が担当する授業内（大学３年生選択科目）ネットアンケートの実施

返信（回答）人数　110名
※このアンケートでは，従来インターンシップと総称していた１dayインターンシップ等も含んだ質問
となっていること，また，タイプ１オープン・カンパニーの取組も組み込んだ回答となっている。

※全国的なインターンシップ参加現状を把握するために，株式会社ディスコ　インターンシップ特別
調査　～キャリタス就活2024 学生モニター調査（2023年３月）のデータを，参考・比較資料とした。

①　大学３年生は，後期終了時の時点で73％
の学生が何らかのインターンシップに参加
している結果となった。全国的なデータ
（株式会社ディスコ　調査データ。以下全
国データと称す）を確認すると，大学３年
生（24年卒）３月調査の時点では，91.4％
が参加したことがある。との結果だった。

②　インターンシップに参加しようと思った
きっかけは，就職情報サイトを見て知った
40％，大学の授業でインターンシップの話
を聞いたから34％，就活準備イベントに参
加したから14％だった。インターンシップ
に参加した学生は，ほぼ直接情報を知る機
会の中で決断したようだ。全国データで
は，就職情報サイト49.6％，企業のホーム
ページ20.7％だった。また，大学（キャリ
アセンター・ガイダンス等）は4.7％だった。

参加したことがある
73%

参加したことがない
27% 

①　大学入学後，これまでにインターンシップに参加したことがあ
りますか。

 

キャリアセンターから
Hi!way掲示などの
案内があったから  3% 

キャリアセンターが
実施する全員面談で
話を聞いたから  3%

家族・先輩・友人から
話を聞いたから
3%

企業ホームページ
を見て知ったから

3% 

マイナビ・リクナビなどの
就職情報サイトを見て

知ったから  40% 

 

大学の授業で
インターンシップの話を
聞いたから
34% 

インターンシップイベント等の
就活準備イベントに参加したから
14% 

 

 

②　インターンシップに参加しようと思ったきっかけを教えてくだ
さい。
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③　インターンシップに参加する企業選びについて，不安に思うことを選んでください。（複数選択可）

１位　53.8％　応募する業界・職種の選び方・絞り方について
１位　53.8％　応募書類の書き方や面接
３位　39.4％　選考で，どんな自己PRをしたらいいか（自己分析のやり方）
４位　34.6％　他大学の学生と上手くグループワークができるか
５位　32.7％　適性検査や筆記試験
以上の結果となった。

④　大学３年生不安感集計結果   テキストマイニング　　ワードクラウド（スコア順）　　インター
ンシップに参加する企業選びについて，不安に思うことを選んだ結果をスコアが高い単語を複数選
び出し，その値に応じた大きさで図示している。
※ ユーザーローカル テキストマイニングツール（ https://wordcloud.userlocal.jp/）分析
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４．大学３年生のアンケート結果を踏まえて

新型コロナウイルス感染拡大の影響で多くの制約に直面した学生たちは，対面授業も制限され，社
会とのつながりや友人関係の構築が難しくなり，学生生活に必要な情報収集やコミュニケーションス
キルの向上の機会も抑制された。

2022年度は，できる限りインターンシップに関する説明を対面で実施してきた。直接学生に情報を
提供することが，自発的・積極的にインターンシップに参加しようと考え行動につながる結果が得ら
れたと感じている。今後も直接適切な情報などを提供し，さまざまな体験を促す支援を実施し続ける
ことで，学生たちの自信や積極性に繋げていきたい。
参加のきっかけの結果から「授業内での情報提供」，「就職情報サイトの活用」，「イベント参加」な

どが上位を占めており，これらの促進に取り組むことを今後も継続していきたい。インターンシップ
への参加が今以上当り前に感じる意識改革を目指し，情報の提供方法や自己分析の探求機会等を増や
すように整備していきたい。
また，テキストマイニングを分析すると，自分自身に不安感を抱いている結果が出た。応募企業の
選択や書類の作成，選考方法，参加時の行動など，未知の体験には勇気が必要で心配だと感じること
は当然である。就職活動直前を迎えた学生には，自分に自信を持ち積極的に行動することが重要だと
考える。今以上学内においても，社会との交流機会を増やすプログラム等を検討していきたい。

５．大学1.2年生対象のアンケート結果（2023年１月）

実施方法　学内配信サイトから大学1.2年生へ依頼（返信期間2023. 1. 20～1. 31）
　　筆者が担当する授業内（大学２年生選択科目）ネットアンケートの実施

返信（回答）人数　49名
※全国的な学生の認知と参加意思などを把握するために，株式会社ディスコ　インターンシップの新
定義に関する認知度調査　～キャリタス就活2025卒 会員調査（2023年３月）のデータを，参考・
比較資料にしている。

①　参加したことがある大学1.2年生は19％で
あった。本学では2021年度入学者から，タ
イプ３に対応するインターンシップについ
て，大学２年生に単位を修得できるように
改正したが，浸透にもう少し積極的な取組
みが必要だと感じている。
全国データでは，参加率は把握できな
かったが，インターンシップ新定義と認知
度について，大学２年生で新たに定義され
たことを知らないが55.5％だった。

参加したことがある
19%

参加したことがない
81% 

①　大学入学後，これまでにインターンシップに参加したことがあ
りますか。
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②　参加したことがある学生に，参加のきっ
かけを質問すると，大学の授業でインター
ンシップの話を聞いたからの回答が60％で
最も多かった。
全国データは同様のアンケート集計は無

かったが，各タイプの参加意向（文系）の結
果を見ると，タイプ１オープン・カンパニーは
62.2％，タイプ３-①汎用的能力活用型案ター
ンシップは58.2％だった。就業体験を必須とせ
ず，短期間で様々な企業の情報を収集できる
機会を望む傾向が強いと感じられる。

③　インターンシップに参加する企業選びについて，不安に思うことを選んでください。（複数選択可）

１位　78.9％　応募する業界・職種の選び方・絞り方について
１位　76.3％　選考で，どんな自己PRをしたらいいか（自己分析のやり方）
３位　73.7％　応募書類の書き方や面接
４位　68.4％　インターンシップに行った際の基本的なビジネスマナー
５位　60.5％　他大学の学生と上手くグループワークができるか
５位　60.5％ 　インターンシップで企業のどんなところを見ればよいのか分からない
以上の結果となった。

④　大学２年生不安感集計結果   テキストマイニング　　ワードクラウド（スコア順）　　インター
ンシップに参加する企業選びについて，不安に思うことを選んだ結果をスコアが高い単語を複数選
び出し，その値に応じた大きさで図示している。
※ ユーザーローカル テキストマイニングツール（https://wordcloud.userlocal.jp/）分析

 

大学の授業で
インターンシップの話を
聞いたから
60% 

インターンシップイベント等の
就活準備イベントに参加したから

20% 

マイナビ・リクナビなどの
就職情報サイトを見て
知ったから
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②　インターンシップに参加しようと思ったきっかけを教えてくだ 
さい。
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６．大学1.2年生のアンケート結果を踏まえて

21・22年度入学生は，高校時代から新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け，行動制限が求めら
れてきた。コロナ禍の影響は大きく，インターンシップに参加する企業選び等に不安を抱いている点
は，大学３年生と共通している。これらの学生たちにとって，日常的に社会とのつながりを持つ経験
が重要であり，インターンシップへの参加をスムーズにするための取り組みが，今以上求められると
考える。学生の大学生活を充実させるために，社会を学ぶ機会や多様な経験を提供する支援を今後も
継続していきたい。

７．総括と課題

大学３年生と大学1.2年生のインターンシップに対する意識を検証することで，早い段階から積極
的に支援策を提供する必要性が把握できた。インターンシップに関する漠然とした不安感を，払しょ
くできる方法への検討が重要だと認識した。
インターンシップの経験が，卒業後の人生選択・職業選択に重要な経験値である点や，大学生活で
の学びについても，今以上向上心をもたらすきっかけになる点を，丁寧に伝えていく必要があると感
じた。特に，低学年への情報提供の充実していきたい。
インターンシップの更なる量的拡大・質的充実を図り，社会人として活躍できる能力を蓄積し，体
験から自己選択に自信を持つことができ，満足を得られる大学生活を提供したい。また，積極的にイ
ンターンシップに参加できない学生の苦悩を理解し，どのようなサポートが有効なのかについても継
続して検討していきたい。
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